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力
作

募
集
中

大
山
詣
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春
海
を
歩
く

匝瑳
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水神社にある石尊大権現の石宮

　

７
月
１
日
を
「
山
開
き
」
と
し
、

こ
の
日
か
ら
山
に
入
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
と
い
う
習
わ
し
が
あ
り
ま

す
。
市
内
で
も
こ
の
日
に
「
お
浅

間
様
」「
浅
間
詣
り
」
な
ど
と
い
っ

て
浅
間
神
社
に
詣
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。

　

各
地
区
に
ま
つ
ら
れ
る
神
社
に

は
本
殿
の
祭
神
の
ほ
か
、「
阿
波

様
」
と
呼
ば
れ
る
「
大
杉
大
明
神
」

（
大
杉
神
社
・
茨
城
県
稲
敷
市
）、

「
三
峰
大
権
現
」（
三
峯
神
社
・
埼

玉
県
秩
父
市
）、「
金
毘
羅
大
権
現
」

（
金
刀
比
羅
宮
・
香
川
県
仲
多
度

郡
琴
平
町
）
な
ど
の
石
祠
（
石
の

ほ
こ
ら
・
石
宮
）
を
境
内
で
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

は
個
人
の
寄
進
に
よ
る
造
立
も
あ

り
ま
す
が
、
多
く
は
講
中
（
信
仰

す
る
仲
間
）
で
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。

　

古
典
落
語
の
演
目
に
も
あ
る

「
大
山
詣
り
」
に
ま
つ
わ
る
「
石
尊

大
権
現
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
山
に
あ

る
「
大
山
阿
夫
利
神
社
」
は
、
江

戸
時
代
に
同
社
を
参
詣
す
る
講

（
大
山
講
）
が
関
東
各
地
に
組
織

さ
れ
多
く
の
庶
民
で
賑
わ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
春
海
・
水
神
社
（
椿

海
地
区
）
境
内
の
石
宮
を
含
め
４

か
所
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
大
山
講
供
養
塔
は
高
さ
90
㎝
余

り
の
石
宮
で
、
１
８
５
１
年
11
月

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
台
石
の
部
分

に
講
員
50
人
の
名
が
刻
ま
れ
、
興

味
が
引
か
れ
る
の
は
伊
藤
、
石
毛
、

石
橋
、
鵜
沢
、
川
島
、
日
下
部
、

椎
名
、
杉
山
、
鈴
木
、
山
崎
、
吉

田
な
ど
の
姓
が
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

春
海
・
水
神
社
は
椿
新
田
の
干

拓
後
、
１
６
７
８
年
に
新
田
３
社

の
１
社
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
由
緒

を
持
ち
、
広
い
耕
地
に
雨
を
も
た

ら
す
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
阿
夫
利
神
社
も
古
く
か
ら

雨
乞
い
信
仰
で
知
ら
れ
た
た
め
江

戸
時
代
後
期
、
春
海
村
の
人
た
ち

も
講
員
の
中
か
ら
毎
年
代
表
者
を

選
び
「
大
山
詣
り
」
を
代
参
し
て

続
け
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
８
４
８
年
８
月
に
は
東
谷
・

八
坂
神
社
（
平
和
地
区
）
に
同
村

の
18
人
の
講
員
が
石
宮
を
ま
つ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
「
石
尊
大
権

現
塔　

大
天
狗　

小
天
狗
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
大
浦
・
星
宮
神

社
（
匝
瑳
地
区
）
境
内
に
も
１
８

６
３
年
６
月
に
宮
和
田
講
中
に
よ

り
石
宮
が
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

　

稲
作
に
欠
か
せ
ぬ
降
雨
を
神
に

祈
っ
た
名
残
で
し
ょ
う
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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せ
ん

こ
う
じ
ゅ
う

に
ぎ

お
お
や
ま

せ
き
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ん

あ　

ふ　

り

み
つ
み
ね
だ
い
ご
ん
げ
ん

げ
ん

ま
い

あ
ん
ば

せ
き
し

こ
ん
ぴ　

ら

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

鉄
塔
を
下
り
る
鉄
音
梅
雨
夕
焼 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

梅
雨
湿
り
開
け
立
て
軋
む
寺
障
子 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

舟
走
る
利
根
に
似
合
い
の
行
々
子 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

月
光
を
独
り
占
め
せ
し
青
葉
木
菟 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

梅
雨
寒
の
だ
あ
れ
も
い
な
い
時
計
店 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

藤
あ
か
り
そ
の
奥
に
あ
る
絵
画
展 

八
日
市
場
ニ　

中
川
ま
さ
子

薫
風
や
潜
水
艦
の
寄
る
港 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

吾
を
見
る
赤
子
の
横
目
夏
の
蝶 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

空
び
ん
に
牡
丹
一
本
切
つ
て
さ
す 

栢　

田　
　
　

加
瀬　

潔
子

野
菜
切
る
音
も
軽
や
か
水
温
む 

　

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

賑
や
か
に
孫
と
嬉
し
い
食
事
会 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

披
露
宴
花
束
受
け
て
嬉
し
泣
き 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

麻
酔
覚
め
生
き
返
っ
た
と
嬉
し
泣
き 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

再
会
の
伯
母
は
満
面
笑
み
こ
ぼ
れ 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

梅
雨
晴
れ
間
ふ
っ
く
ら
布
団
久
し
振
り 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

歓
声
を
あ
げ
て
富
士
山
見
え
た
旅 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

初
産
に
嫁
さ
ん
称
え
孫
に
キ
ス 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

宅
配
の
箱
い
っ
ぱ
い
に
母
の
愛 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

乳
幼
児
浮
か
べ
た
笑
顔
恵
比
須
顔 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

市
場
ま
つ
り

商工会管理
駐車場

八日市場小学校
●

中央駐車場
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●公民館
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